
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Behavlor 　Analysls （JABA ｝

二 」

　。住 田 麻．喫

　　（東京学芸火学）

tsン ザル に お け る音声オペ ラ ン ト条脅 づ け

長 田 ・佳 久

（立激犬尊）

　匕 ト」吠外の 璽萇類に おける音声f ペ ラン ト条件つげ

は 、こM までい くっ か 曵蜘 隙行わ巌てきて v ・るhN
’
．　 ，郵

ずし右噴 した結果は得られて い ない ・ 高尾自然雛

杉 γ ダ
〜内にを躪 されるニ ホ ブザ）レmPt

一
でぽ ，イ系負に

名前を【呼ば取 る と証爵 と寸る楠 ヵ鰥 ざれてい る。

9 ？9d ると鬥取 的ぞほあるが工物 障：身えら叔 お
’

丿・

これ ほ看声才ペ ラソ ト条件づ9づて豬響5 れ β行動 と恩

われる。し力丶 【、 、イ關 くよ り綾 n 頻蘭コ穴きく嬉 丶

全くしな い ヴ，レ 芭い る。自然場面K お い て は ．その 攻

応色櫛 燈 る刺激9 同昆することは讎 であ 弘 この

麟 行動拭 、4轍b的レズポ：γ ヲソ トごはな く・才ペラ

ン ト行勧ぞあて…）がど うヵ
丶を日膣 1てする二 と二さえ龝〔しし 

続 で跡 ソザ1レ。 鯉 内峨 駒鰄 を羅 L 肋

の 兄前 ＆弁別ヨき脱 づる者タブペ ラゾ ト紬 づ et とfi
7f

’
（。　喫験1　て

」
1訊　丿褫剔牛づ 1寸グ｝n＆鰯 Ll 曳験

2 で は ，紛 η勉 他の多 峅 別L て兩 してし
・ る小

乞冴る・

　　　饗 蘇 N
麹 二翻 予翻 黻 び 芝め 麺得K 影響ずる聾面

をみ る。

猛 ：の被験体。商尾臼然筋耡 tヱ ン
’9 −

：ig「 さるの

斷」 （」メ、下 さる圓 ）K紬 さオtるニ ホ γザンしの群ヵ
＼5

簾 貶 除い 麟 願け ス 9 、取 ／7）・ さ 姻 に 9

19孵年よ
1
）才ペラγト刈ミヅ 7ス拭罐 ざれ ，レバ

ー上一

1育客の 斜 づ ・すが竹われ 蔭・　2〕蝪所・さ診園」翻

で囲ま漱 ，約61卿 撚であリ， 殤 た旗 鰯 滅が
『
設け

BA・t．て い る，　i鯊験 瑚 覧鋤 八硯 双 弧
圏
い所で行ηpm ・

嫌 、孅 なく鷸 外で行りnrt ，　 3）装置，加 ）ピめ

c窮 の ア クリル叛 （端ぐJFix
’Jt・1レ）をさる圏内1くでるよう

‘（念網1く とりつ け、その 助 よ ゆ弁努1

榛胤 丁方よ り

強化．与がでる．　 の弁号園激とメ射固体の ，汚前の 多示卩

爺 莇 撫 よ
・

）．・i・7Jレか 91・輪 所で罅 して

レ 1壙 嚇 捌騰 碇 L サ・欧 蜀 ・でる・ 覇

化、｛，．ピー
ナヅ／粒L。　6）手裾乞さ．勵 Yバネ八ノ前に

くるヒ弁別勉鳴〔ガ哩 ホされ る。弁号1

期激毀示後旃 瑛

丙 1てイ句らo
’

Vn　9声撒 （」乂下齢 ）ガ鷲あれぽ
’
、爪ロオ、

口
・
音とピー

ナツ’粒で強イLl るe パオ勾レ前r二同一雁豚

群飜 して居る舳 （ 1コ、繍循 間fetgc30｛ilyVk上 （弁

別剰激ヒ茨の昇別柔0激の 間隔）と二し、櫃鞠 跌 漱管．

蔭1翕！含は 、3‘戦 以内ぞε力該行幺唱始した、

樋 ロ 羲 治

〔輪 縛 ）

継 ＿：名個体κ つ い て，セ ソ ヲ
！

ヨ ン毎｛t＠if （麟

／盆微 丿を算出 し殺． 飜 ゑ糠得しt：　if　iL　（塞

準 鱒 軸 緻 上が3e ・

：

／・ ゾ齢 ）・」細 膕

であ た ｛0 ・鵯 葺齢｝こぺ ，・ （7 ） ，7ヤメ （5 ）
，

べ ＝ 6 （4 ）， ペ タア （ 1♪ ， 1Z
“
カ （ t ）・ 残りの

→ブ丿レ壁で1コ、ヌ丿レメ 
1

徐々 K蔕加さゼニるよ
虚
う翊「k

聯 柳 返 穿転 驫 さ脈 ザ 1レは い な病 た・

獲得個蜘 丶ら2 イ固体，ス1レ乂．獲得し
「
」
’
　bX ・ 在イ固爾 ハ

らMpmc っ し 沈 堪牌 ヒ揃 艶 5 働
・／・

一
侮

に まとあ たグラフ が1動1 であ る・

　べ ニノrどペタア琶比較 してみ るど　弑行猛が犬さく

遣力こと拭わがるが．獲得5頭の うち．配 二 肖　アヤ

メ バ 丿鴎 瞬 率の 伽 に弓略   鋤 訟櫨 鰭

Lrcの に k し．ぺ 97 と ス ズ加 脚 豁繍 でreFS
豊r断加ざ ぜ た。

　餅 の agbO、っ なが っ彦苔の 13、鹸荷蜘 て少
’

、 佑 の と．，ある郡 の畝行コうσてい 赫 crSkど

強イbされず、し1ゼい に ノfネ・丿レ前’て東鄭くrx ，た 茜at （

丈別壱れ る。甫者ば集団内で醐 低噸位に 2hb ｛・グ〕・

後タ旨口 上」伽 こあう老a ［c多oN っ た・図 1に仔・し氏ス三

レぱ後煮の 脅」ズあろが ，r　a ）個体凋 ．エ す の蔔の 特に

潛 撚 痛 ま瑙 問1櫛 しマitイb9 つ］O　 ・e丶な ソ

蒟・
、桝 跡 ほ 伽 ゐ ％ あ ・

・r・：・tN
’
… （ti・Ll・“F

であ返身桑3雌加 しな占、・彦・

　 ズノレヌ は 馳 。
：／1 ソτ 。鋤行獅 少・ 、が 皺

仍 とヵ駒 釈 ・葡 鍾 蚊 麟 恥 増齢 也て

い るσ

鳶緊 ：磐躓中5 頭で≧欝 躍 砌咢酬 4βご と〔」 ニ

ボ ガ ルで 渚 声槻 ペラソ哘 勧どな 1膚 旬 脆

示すどい 元よ づ。飜 路加 さぜ托 ．∫譌南 獲得個

妣 ズ躯 の 轡 て
’
，2 蜘 1齪 ぐべ 9ア

・
ス細

鼬 噸 よ り診 卿 如 撕 駈 糠 幺溜 し
’
CvN

ゐが 、≧れは 、1煮 1
彫躙緲 バよ り年長の 働本

よ りもS7い こ〜幼 影攣彦糸細 る。自義的経声け砂 い

と偶然K強化される撫 薪笥くrS る斌 ，自礎約鞳彡拭

，ナ 
・ と，イ黙 1く強化ンr51t る、確｝季iε：低くrs

り、虧 まて
“

　に 　よ リ象くク彦羨行S薯するの であろう。

　　6頭以外で塩亭転 確加し百 力丶 たii診囲の ひ 匕フ 舐

試行蔽択ナ分でなが っ rcこ 9 であうう， 4＆i’頂fav）もの

　ば長くパ年儿前 K 留ま6二 匕都 で豸な い 、 ま作 ．憊び

2

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

一 返韓 　　o ・一一・4 誠 行 回数

／oo

茘 ・ ニ ィ

　 　 　80
返
　 　 70

身
8°

　 　 占o

孝
4°

　 　 30

QO

to

0

／
∀

ー
气
、
」

」

b

へ
’t
タ ア

／
へ

　厂『
　

’
　　　 1

　 ド

　 　 　 1

〆　
覧

’

’

’

「

v・e ’n τ

　　　 、

ス ル 〉ぐ ス　ミ レ

ー
返幹

　｛）一一つ 訟行回藪

　

129Ll ・5678123Ll ・5678 ？ 123Li ・56 「r　89 卩

　 プ 0 ヅ フ　　　　 プ
’
ロ ッ ク　　　　　ブ

」
【2

ツ フ

　図 1。　返レ事率　および 盆
層
彳テ萎辷♂）

・Xイヒa （5杉ブ％ 冫
tbl フ

’
v ヅ クtd る）

　 猛

ハ
，
’
　 ：

l
・ lJ
　 〜

　　 
　 　 ロ

　 　占、
　　　

q
＼

ec 　　从 、　♪
．σ

　 皇 B　牛 5　6　7　89

　ブ 卩 》 ク

3°°

試

行

200
＠

lOO

0

数

の 活発な2 、3識 も，パネル前に留まる時間hX
・
短 い 。

スルメの場合1：、1司胞の スス菊 「ボぱ釈 かぢ壇得し斥

こ どカマ
’
、短硝輸 ずワ でε飜 してパネル 前に稟るこヒ

を促 し、盈亭率 の 増加 に っ な秘 たと 1唱わK る。

　ス ミレ拭 工 ザの 前
’
に 展ゲ （乃 くの 強イ匕をうけたバ

ぞの 後全く返昂ぎ斑加さぜ な士丶
ッ たことぱ 、オペラγ

ト粂件づけの 粥 iとな りに く い ．・maq　 9？・tl声の あるこ

とを示峺 する．

　　　実 験 2，

盟 ：自，分め乃前と他め免前と年別して欝 1ζで ξ油 丶

どうヵ、左み る．

筮 ：DL禎験体．．実験 1で音声才 ペ ラソ レ．条件づ ttd ）

できた バ ノい ベ ニ イ ・
アヤメ ． 2冲軅 1激 磁

の盈リ。tg じあ σ白色撚 勘含M4 繍 、後に ig色縫
音ぎ除 い た。

鵬 訟行敬 用い 色弁別剃激

ベニ ． 317 へ』 イ ペ ゾ ス ミ 色色辮 （1まレめ 錨 式行）

（ごル
’ 60 ハ C ル〆 ペ ゾ ス ミ ク　 は 12あ 40誠行｝

0 アヤ ア厂 ）くイボ 彡　 （4＞試 彳う）

9）手続き．名イ固体ババネ，レ前に 果．たら，序纏 〔3耗 ）

の弁別剃激の うちどれ 》々 っ が呈示される（呈疔」1陶与
は ラソダハ ）。自・分の fotiwl　〈呈frsさ雌 時の返身の丿ナ

強化猷 ．他の ＄に綱
’
る返手ほ i齔 さ八な い 。

鎹 ：は じあ口自色雑脅↓）（．91一の すべての鵜敷に返亭苞

した。 ペ ニ イ の 2t−hN
“
、
一
广分客昇別診

1

罐 うσ尺バ 、し

　 tOO

返．％

　　60

牢

驚
　　　　　瓢

　 弁別 甦1涌 廴
伽 ゜

べ
噛
ニイ

矧 ス さ

ム
ー
△ ベ ソ

舶 駒刺 Pt（．IObl
ご と磁 葬

゜

肺
　　　 ヅ ロ v7

僻 琴，Jf巨，ltUIO 回 き：1ブσ
ッ ク匕する）

図2， べニ イに おける自分め危前の 弁別

だ い に 、他 q ＆ に 封ゴるま瓱事がi臧少 した （図2 ）。

懿 ：’頭のみの鶴梟であるが1、他め 乃に 鋼ずる凝

バ威少して い
ッ たこ匕 か ら，冫 ホゾザルで ほ ．EPh＞tp

名前  弁別し て薦 可うこ 匕ザ 司能 均考えられる。

縺 渓 劇 で、纈 に っ 岨 鍔 り瞬 の 師 し

た： 匕 ．11Lび ．裏験Z ぞ，櫞 剃激包弁別 して返 穿8
d るよ うに鶴 た ことば ニ ホプザ1レて

L
）9tf才ペラソ

ト・条件づrナの舷仏 すうこど8 明らヵ丶に レてい 台。ただ

し．集団柱塗の場でt9、他値跳 の 関係や．倒 夲つ活

勧麕 か ら．潔習の椥会滅制彫 うけ，｛衡黷（戞らば

い 6 の 直あb こ L が承聢さ久た 。

一 3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

幼 児K お ける社 ・会的行 動の 行動 ・か祈的窃 究
　　　　　　　 o 　内田　早苗　　　・ 　　権藤 方徴

　　　　　　（町 田 市彡 輪 ｝Vbza 嘗圃）　 （慶発．姦塾欠汐）

　　　　　　　　
一
般的日的

　幼 児の 社虜こ的行勤t，行籔7分訴的方宏 1： よ ・ て捉九

分訪 訂ゐ。

　　　　　　　　　喫鹸 1

1．目 的 　 環作的 に 社金的 ノ」乎穂．に あ
・1すろ幼 児叨 行

　　 簸団 時徴 乞，目 1て 見九ろ行鋤か 5教値化 及プ図

　　 病4しし 、級鹸 菊自身k 匕 ・て 社 念 的 て
・
あ ゐ ウ・ 匕

鹽

　　　うが セ擂ミ書†すゐ。

z ．方孩

　の 皴験名　　女児 Z 名 。 生店年齢 は
，

よ歳 4n 月 匕

　　　sa ・Ob 月 ．

　（ユ）蓑置b 器具

　　　ぐ イ ワ ロ コ ン 匕『1
一ダ ー

シ ス テ b   （∫ A ムノYO ）

　　　フ
．
リ　ン 9　−　（EPS 　ON ），　キ ー　ボ ー　ド カ ’ご一

，

　　　ス ト ツ フ
’
ウォ ッ ラ

「
’ぜ固

， 　季1〜馨西z4圃，　色紙 i》 色 9

　　　叡 ，
縁色 の ゴ 厶 1 四

　 （ヨ）条｛キ

　　の aftltuiStic ＆f＋ （L＊下 ALT ．と すろ ）

　　　 ig　f・　thパ ヲ
ー

γ の み 雌た する．

　　  ‘ oopehat ’ve 　象ゴ午（以 下　C　O　lつ，　ヒ すゐ）

　　　 兩ハ
゜
ダ
・一

ン 匕 右増た すゐ。

　　  〜ndiyi （加0 ”∫t’C 条イ牛 （以、下 1ND ．　匕すろ）

　　　　臼分 の パ ダ
ー

ン の み 増穴 ずる。

　　  compet ’tive　条r｛牛（Ll人下 ‘ Oivt．　匕 ずる ）

　　　　臼ih’
　th ノぐ9 一

ン 1才露曽穴 し 、　ウ丶
つ ，　刺ヨ書

」
の ノぐ 夕

　　　
一

ン は紙少 すゐ。

　　  ag3tess ’レε象｛キ（L
・kLAa （i・　匕 ずゐ）

　　　 朔 ξ
一
の パ 9 一

ン の み 滅ヴ 夢ゐ 。

　　  sado 卩ma ∫ och 　is　tic 条ゴ牛（以
’
F∫

− M ．　匕すゐ）

　　　 両パ 9 一
ン 匕 う藩ウ ずろ．

　　  tnasochistic 粂停 （以 下MAS ．匕ずる）

　　　　自分 の パ 9 一
ン の み臧ウ ずゐ。

　　  trmh 亡yrdom 条仔 （レ粁 MAR ． 匕 すろ）

　　　 自・fi’　a ／N
’ Y 一

γ ぽ 融 し．耜 争。 ノぐ 9 一
河

　　 確穴 ずろ。

　（4）　tak　5　　の パ 9 一
ン a 変化 　  キt γ デ ，

−

　cs，手続 き

　　 Z｝f＋　a 弁別剰敢 匕 し ／
， 8 伽 徹 条恥   々

・

　　ら  に ？弘 も峠 4糺 ミせ h ．キ ・一ボ ー
ド A ラ γ キ

　　’
ρh

“
9
”

も 才く
°
ラ 77

い
ひ 匕．し ， 二 ψ」 1ニ パ タ ー

ン

　　の 褒化 もVR 　IOI”as判 させろ． 8条件をラフ ダム

　 吋顧「く， 対武〜・する色秉氏セ呈示 し つ つ ，　2 分 月野ず
「
つ 適

　　用ずゐ。 パ 9 一
ン の ’0 コ マ の 後化 に つ きキャ ソ デ

　　4 − 1 コ 主艶判 させ fく．才ぺ う ン ゲ ム 尺 対 すろ累

　 猿夜応数乞、∫紗 毎尺 記録 し茨 。

3．結呆 　　及六二数 K ，粂十十に 工 ゐ差）t 生じ
’
r3 〃・， 斥。

4 ．考察　 灘 蓄に t ・1，何 む し な い 二 匕 が、パ

　　　タ
ー

〃 顔肋 携軸 剰敷 で あ・ r・e 丿謙懸 呶 マ
・

　　 あ・r： ・

厚 る経lkL　v．　1：　“　hX　1：超 κ て嫌兎的な の

　　 か わ知晒 な い ，こ．の 可施 臣L 除芸すゐ 笊 め K ，

　　 冫タこの 実険 で
層
1工，Z キ

ー
芝 才 ペ ラ ン タ

t
∠へ匕 すろ．

　　　　　　　　　髪蕨 1

1．目的 　 実鹸 1 に 同 じ 。

2 ．方法

ω 諏蕨竜　 男児ム名、Y 児 s名n 倉討〃 名 。

　　 MAA1 （早， ∫ j 〃 ） ， AIZ ‘ 9 ，　6 ｝ 3 ）

　　 ハ 3u （♀， 61 ‘） ・丁 ハ κ （♂，　ら ； 2 ）

　 　 　KYu （ ♂，　∫ ； Z ）　
。T σ s （♂ t ∫ ∫ 6 ）

　　　Y レ 1 （♂， ｛tio ）

　 　 　Y リ Z （宇， 4 ； 7 ） ・K ！II （乳 s 」 S ）

　　 J しノN （♂、　3
−

； ∫ ）
・SHO （♂．∫ 14 ）

　Cコ）漿置匕器具　 L−＊下 朔 鳥を除 レペ 実鹸 1 に 周 じ．

　　・色紙 は 用 し，ntl ．　 ・蕀 色 ヒ 赤色 a ゴ ム を 1 コ

　　　　　　　　　　　ゲ つ 用 い ゐ 。

　（3）条什　 実】験工 1： 同じ．

（4）　k4t｝　冥鎌 工 に 同 じ
1
、

tS）手rk　l
　　 チ ッ キ ー

の

「」9 °’
ヒ キ ーボ ー

ド
’
丘 t の

’層
z
’卩

它

　　万 ペ ラ ン ダム 匕 し，⊃ 申L に パ 9 一ソ あ 度鶴 E ゾ 尺

　　’0 τ 断判 さ 也 ゐ。
”
2
”
1 − 1： t；　G；に aSff  ち、

　　
’
9
°

キ ー1二 1コ 『条件 t ラ ン ダム ，頂に 適用 し 汽．

　 パ 9 一ソ の 10列 Pt 変化 ’：つ きキマ ソ テ  　
一f コ と

　 tw手　Ldさ弋∫、　そ叭 ｛
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す
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ー
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4．考＃．

　　タイフ。3 ；
’
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”
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・
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　フ
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。
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精神 1遽．ラ帯児 に お け る 五
ロ

、
’

づ

ロ言
子

判

り

明

夫

 
波

〃
　

　

西

ー

・ 行 重ガ ー 致訓 練

　　　　　　　　　 目　 的

　畜行
一孜劃練は被鹸堵の宅耄吾行動 と 柞

・
茖語行動の

一

現 確 立寸うた め に Risleγ ＆Hatt　qq6？）に あ

て考実さ敢 同訓練 の後ば襖験者の齢 絎 動竣 容寸

うだけでそれ と舛応 した非言耄吾行釛が変容噂ろ ことが

．｛・　t　n 　tz。 しか し言行一致訓絃の 薇賛的有用牲を臨床

的 1・樽 れ た石幌 1妙 な い ｛e ．9． R ・ggetS− W （v・t−

en ＆Baer ， lq76）。コた言語以外の 表規今綬を用い

た一致訓緯屯 Whit挿 砌 5 （ig　R2）に よる毛の の みであ

る，しf： が っ て 今後は実際の 臨床場面1二 おける同訓粮

の漉碍可能牲1≧さらに 検鮒 し 1 い くδも尋がある。

　よ 6 ズ 漆研 究で ij、身ぶ り言舘 を主たる コ ミェ ニ ケ

ーシ 1 ン 手段 匕 でる粕神違腕見に 封 し
”
身ゴ リ1菖語 ’

行t”　i
、 一致訓線赱実施 し、同訓練が学抜場面で の 被験

児の 行Pt改着1：二 及ぼ博効集2倹eg＃る，

　　　　　　　　　　方　 法

　〔襴 餬 〕 覇禰 儼 謳轍 齲 の 3fee 被験児 と

　 しtt，各児童の フ：．ロ フ ィ ーノレばTa，blei ヒ 示
一
す通 りで

　 ある。

　　 Table 　 1　　各被駿 児 の プ ロ フ ィ
ー

ル

「DA 工：璽ユニ t．蟶 ］
133（month ）132Crnenth〕1フ

’
ラダーウィリー症候群　1

　 26　　1　　33 　　　1　　　　フk頭 症　　　　　　　I
L＿2L ⊥ 祖 ＿」左 手 足 に CP

Tab … e 　 2 　　各 探 的 行 動 に 鶴 す る 指導時間 （単 位 ：min ．）

7　 11　 15

S，BL CO Sl
’

sJE し CO1Sl

S，1 ’
BL COSI

F 韮9 ．1

33　seSSlon
　　 　 number

「学 丿 BL CO S1

「著 督 え亅【 BL 二〔 CO s 丘

「仕葛 」 6 し CO Sl

　 「手 」 に 開す る 実 験 計 直

71115 　 3337sesSlon
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 number

Fig ．2 　 　 S 霍 に 開 す る 実験計區

〔ゼ ） テ ィ ン ゲ〕　 被鹸 児 の 査．籍寄る クラ ス の 教 空で

朝 （曾：SO　− f： 3D）．歴 （ll：30 へ ．ll：なO ｝、帰り（13

：【0 − B ：40 ）の
「

日錦哇落の指導」 の磨鵠に1趁杜教

餉 二 よる
”
身3：Il名語 弓驚ガ ー致訓練が彳うめ豚た．

彬 守行勧 1燈 ヌ効
「

e　t　V ・
　！
“
t，　as・

・ INb （工粁 噂 、

と略）、 、およti　S、の
「

速 く 勧 璃 る （以 下 嚥 が k ．

h． 「
鮪 の イ舜 を瘠欝 な ， ・ うちに 他 人 の t！tse　1 や

力
丶

な い （以下
”

イt＄ t、）」 と し表 。 溜 う動 に 関rする指鱒

爵蘭 灯 副 e21 ・ ホで遮膕
馳
ある。獄 お全て の 指射

身ぶ 1厂菖耄壱と看声壱言吾E，同β考J：esい る同日為；去1二 よη て

行わγしf：σ　　　　　　　　　　　　　　　　F 三

〔実駐言†画 ］　多層べ 一ス ラ イ ン法を用 い た ，酋な わ

樗∫　
「

亳卜」　1二関 し
’
て〔XCkOSg　Subjects 　．　．SII二 関 し「〔aCh−

oss　beha》io广s である ， 丿答実戦 寸画 を Fi9 ．1 、21二

柔 した 。

〔身
・
続窒〕　1E ッ シ a ン 内の ケ猿きの フ ロ

ー
｝ヤ

ー

トを F二 i9，31 ： ．丿各毒月で用 い ら145手続き它 F：iθ．4
にそ払ぞ於永しπ 。

　 　 tTAR τ
」

 
　 欺 鰐 の 一fi的 紬示

＿ 。 ， 蓋6
　 　 　 　 NO

  ［亜 黶
麗す 嶺 問 　　　 、

勉蕭 潮 1
　　　　

Y≡…

　YEE

　　 野 篇
？

 
臓 貿 ．巫 璽

  瀰 …

　 　 鷁畏　 鼠

　 YE　　 L　つ、

　 　 　 NO

　 山6
　 　 ； ww ぽ
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　 曾旧 翼課
・爵 体 1聖諺

 
TB の 随認

B 凵 COlS 日

19 ？
 
お
一一・・

1 璽
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△ 1
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↓

 
↓

　 學
   

Fig ．4 　各 期 に 行 わ れ る

　 　 　 　 STOP

9 ．3 　1sessi 。 n 内 に 行 わ れ る

　　　　 手 読 き の フ ロ ーチ ャ
ート

手篆 き

（観察と 記鍔し〕　観県は裳．験場 面での 観察者 2 ％ t ビ

デオ 1， 託録 し r：£ の を観療ずる者1卸 ・ よ リ行。た。

轟昆察爵間は考
・
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た
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生ラ翻 麟 の 蜥罰である溜 皹 ・醗 は
厂

乳 1・Nlして

甲
観 掩…瞬間中1二 各隙 児が牛をひ サ1： お い 1 い る べ3

日奇問 昌　ヒ　
尸

丿啓帚ζ駁児が 更虜ミ1二　I　E てhゴ
’
1： 才う、 、rr　、 、 た臼｝

PSe ．
「

着が 高 ．
厂

イt ＄、 爛 し（
ア
騾 醐 牝

Slが着がえに 薯 し た睛間e 匕
『
自分 の 仁嘉を して い う

塗中で他人 の 仕斗一1： 従身し た蒔間6 ヒ した。

　観寮看闇の 一致牢 1‡丁αble3 に 示す盈 リであう、

Tabie ．．3 　　各 デ ータ に お け る 銭察 皆 間 の
一

致率

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 （単位 ：％ ）

襲｝・行勤
「， 一

致訓練は同
一
被験 児の獲赦行勃 の 改善に

箱効 で あk 匕寿 L ら訊る． こ A 」う1‡い ずハ も言行一致

  1
博東の 柔敦二性 耄 赤、暖 寸る毛 のであ ろう。

偽 今回 の 敷 で 1ま徒来の Wt究 （e ．9、　 R　i・1・7　SW
Habt

，
iqb9）の よう［：fi中で繰的行勧・皀愛更して 訓

練妨果の鮫化lzつ い て調 べ るこ と は で窟な↑ 7 たが 、

一庫．身5：
fj
右語 匕 行勤の

一致が確立 で 」八た竹動に つ い

ズ は 、そ の後は身」：
’
リ壱語に対てる操作の みで行動毛

姓持で ？る可能椎 があるtfL ら外る．

＼
「手 亅 に つ い て S，

　1； つ い て

q
） S ， S3　1r着讐え J　r仕亭 」

一
勾

M ∈ANIg6 ．3 「 94．4 　 gz8 　 L過塾 ＿ ⊥
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　　　　　　　　　 結　 里

　各被，験児が 牛E ひずに お い て い る （（き睹闇に ）1　9 う

彼ら の 実際の手を ひ ゴに お い 1 い た 爵簡吃百弁孝
一
で表

し た もの が Fi9．5 であ る、 また BL 期 ・懈 1 郷 6

t ッ シ 、 ン まで の S1の 「

着が為 お よ び
「

イ土乳 の 従

亭蒔間 の 平均を嘱・出 レ ．それ ヒ 吋する｛畿 の セ ッ シ コ

ンぞの．各行伽 従細纈 の 卑亅含挿 好華 ご
’
表 しt．e の

が Fi曾 6で ある1・
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る。
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CO 期 の 終 り1： IJ30 一知 ％まで下
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　Fi9．5 よ ウ．
”

身5二り言語 ・

行動
” 一致訓練1；1身Sl

’
り「菖語を主

たる コ 1 ヱ ニ ケーショ ン亭綬 と 3
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